
７
％
、
北
海
道
が
10
・
８
％
な
ど

と
な
っ
て
い
る
。

　
総
務
省
統
計
局
が
ま
と
め
、
発

表
し
た
今
年
４
月
１
日
現
在
に
お

け
る
こ
ど
も
の
数
（
15
歳
未
満
人

口
）
は
、
前
年
に
比
べ
20
万
人
少

な
い
１
５
１
２
万
人
で
、
１
９
８

２
年
か
ら
39
年
連
続
の
減
少
と
な

り
、
過
去
最
少
と
な
っ
た
。

　
男
女
別
で
は
、
男
子
が
７
７
４

万
人
、
女
子
が
７
３
８
万
人
と
な

り
、
男
子
が
女
子
よ
り
36
万
人
多

く
、
女
子
１
０
０
人
に
対
す
る
男

子
の
数
（
人
口
性
比
）
は
１
０
５
・

０
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
ど
も
の
数
を
年
齢
３
歳
階
級

別
に
み
る
と
、
12
～
14
歳
が
３
２

１
万
人
（
総
人
口
に
占
め
る
割

合
２
・
６
％
）、
９
～
11
歳
が
３

１
８
万
人
（
同
２
・
５
％
）、
６

～
８
歳
が
３
０
４
万
人
（
同
２
・

４
％
）、
３
～
５
歳
が
２
９
３
万

人
（
同
２
・
３
％
）、
０
～
２
歳

が
２
７
５
万
人
（
同
２
・
２
％
）

と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
を
中
学
生
の
年
代
（
12
～

14
歳
）、
小
学
生
の
年
代
（
６
～

11
歳
）、
未
就
学
の
乳
幼
児
（
０

～
５
歳
）
の
三
区
分
で
み
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
３
２
１
万
人
（
総
人
口

に
占
め
る
割
合
２
・
６
％
）、
６

２
２
万
人
（
同
４
・
９
％
）、
５

６
９
万
人
（
同
４
・
５
％
）。

　
総
人
口
に
占
め
る
こ
ど
も
の
割

合
（
こ
ど
も
の
割
合
）
は
、
１
９

５
０
年
に
は
総
人
口
の
３
分
の
１

を
超
え
て
い
た
が
、
第
１
次
ベ

ビ
ー
ブ
ー
ム
期
（
１
９
４
７
年
～

１
９
４
９
年
）
の
後
、
出
生
児
数

の
減
少
を
反
映
し
て
低
下
を
続

け
、
１
９
６
５
年
に
は
総
人
口
の

約
４
分
の
１
と
な
っ
た
。

　
そ
の
後
、
１
９
７
０
年
ま
で
低

下
が
続
い
た
こ
ど
も
の
割
合
は
、

第
２
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
期
（
１
９

７
１
年
～
１
９
７
４
年
）
の
出
生

児
数
の
増
加
に
よ
っ
て
僅
か
に
上

昇
し
た
も
の
の
、
１
９
７
５
年
か

ら
再
び
低
下
を
続
け
、
１
９
９
７

年
に
は
65
歳
以
上
人
口
の
割
合

（
15
・
７
％
）を
下
回
っ
て
15
・
３
％

と
な
り
、２
０
２
０
年
は
12
・
０
％

（
前
年
比
０
・
１
ポ
イ
ン
ト
低
下
）

で
過
去
最
低
と
な
っ
た
。

　
こ
ど
も
の
割
合
は
、
１
９
７
５

年
か
ら
46
年
連
続
し
て
低
下
し
て

い
る
。

　
都
道
府
県
別
の
２
０
１
９
年
10

月
１
日
現
在
に
お
け
る
こ
ど
も
の

数
を
み
る
と
、
前
年
に
比
べ
東
京

都
は
増
加
、
他
の
46
道
府
県
は
い

ず
れ
も
減
少
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
こ
ど
も
の
数
が
１
０
０
万
人

を
超
え
る
の
は
東
京
都
、
神
奈
川

県
、
大
阪
府
の
３
都
府
県
。

　
こ
ど
も
の
割
合
を
み
る
と
、
沖

縄
県
が
16
・
９
％
と
最
も
高
く
、

次
い
で
滋
賀
県
が
13
・
８
％
、
佐

賀
県
が
13
・
５
％
な
ど
と
な
っ
て

い
る
。
一
方
、
最
も
低
い
秋
田
県

が
９
・
８
％
と
初
め
て
10
％
を

下
回
り
、
次
い
で
青
森
県
が
10
・

　
プ
ラ
ス
株
式
会
社
（
今
泉
嘉
久

会
長
兼
社
長
、
東
京
都
）
は
、
６

月
23
日
に
セ
ー
ラ
ー
万
年
筆
株
式

会
社
（
比
佐
泰
社
長
、
東
京
都
）

と
の
間
で
、
同
社
が
第
三
者
割
当

の
方
法
で
発
行
す
る
劣
後
特
約
付

の
無
担
保
転
換
社
債
型
新
株
予
約

権
付
社
債
（
Ｃ
Ｂ
）
を
引
き
受
け

る
と
発
表
し
た
。

　
同
社
で
は
、
２
０
１
８
年
５
月

に
セ
ー
ラ
ー
と
の
間
で
資
本
業
務

提
携
を
実
施
し
、
第
三
者
割
当
の

方
法
で
同
社
発
行
済
株
式
総
数
の

14
・
３
％
を
保
有
。
そ
の
後
、
現

在
に
至
る
ま
で
、
セ
ー
ラ
ー
と
プ

ラ
ス
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
製
品

（
オ
リ
ジ
ナ
ル
万
年
筆
・
イ
ン
ク

と
ノ
ー
ト
セ
ッ
ト
）
の
開
発
・
販

売
や
、
プ
ラ
ス
が
中
国
事
業
で
販

売
す
る
筆
記
具
の
セ
ー
ラ
ー
に
よ

る
Ｏ
Ｅ
Ｍ
供
給
な
ど
を
実
施
し
て

き
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
セ
ー
ラ
ー
の
工
場

の
製
造
工
程
改
革
、
製
品
開
発
や

販
売
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
の

充
実
化
な
ど
の
領
域
で
の
人
材
交

流
も
深
め
る
中
、
別
項
の
よ
う

に
「
コ
ー
ラ
ス
株
式
会
社
」
事
業

開
始
に
よ
り
、
セ
ー
ラ
ー
の
国
内

営
業
業
務
を
、
新
設
立
の
プ
ラ
ス

子
会
社
が
受
託
す
る
こ
と
を
決
定

し
て
お
り
、
同
社
を
通
じ
た
メ
ー

カ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
も

間
も
な
く
始
ま
る
な
ど
、
今
後
も

両
社
企
業
価
値
の
中
長
期
的
な
向

上
に
向
け
た
連
携
を
深
め
て
い
く

と
い
う
。

　
調
達
資
金
の
額
は
20
億
円
。
こ

れ
に
よ
り
、
プ
ラ
ス
の
持
ち
株
比

率
は
、
現
在
の
14
・
３
％
か
ら

57
・
７
％
に
な
る
。

　
公
益
財
団
法
人
黒
田
緑
化
事
業

団
（
黒
田
耕
司
理
事
長
）
は
、
５

月
20
日
に
予
定
し
て
い
た
評
議
員

会
を
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
書
面
評
決

に
切
り
か
え
、
評
議
員
か
ら
の
同

意
書
を
得
て
、
原
案
通
り
承
認
し

た
。

　
１
号
議
案
は
、
議
事
録
署
名
人

選
任
の
件
で
、
田
渕
典
夫
、
黒
田

浩
介
両
氏
を
選
任
し
た
。
２
号
議

案
は
、
令
和
元
年
度
事
業
報
告
並

び
に
計
算
書
類
等
で
、
実
施
し
た

主
な
事
業
は
、
府
下
の
枚
方
市
や

守
口
市
、
岸
和
田
市
、
寝
屋
川
市
、

泉
大
津
市
、
大
阪
市
・
同
市
大
な

ど
へ
の
休
憩
施
設
や
、
生
物
多
様

性
セ
ン
タ
ー
、
街
路
樹
、
公
園
、

小
中
学
校
へ
の
植
樹
と
緑
化
事
業

啓
発
協
賛
の
合
計
８
４
５
３
万
７

千
２
０
０
円
及
び
、
緑
化
事
業
積

立
資
産
２
２
０
万
円
、計
算
書
類
・

監
査
報
告
は
、
収
支
９
０
５
６
万

余
円
を
計
上
し
、
事
業
報
告
、
理

事
職
務
、
計
算
書
類
財
産
目
録
等

は
、
正
確
で
、
適
正
に
示
し
て
い

る
と
監
査
報
告
し
て
、
原
案
通
り

承
認
し
た
。

　
こ
の
う
ち
の
啓
発
事
業
は
、
ド

リ
カ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
で
入
場
者
に

花
の
種
を
配
布
し
て
大
阪
府
の
緑

化
取
り
組
み
を
ア
ピ
ー
ル
。
ま
た

緑
化
事
業
積
立
資
産
で
は
、
中
之

島
水
上
劇
場
前
に
シ
ン
ボ
ル
ツ

リ
ー
の
ド
イ
ツ
ト
ウ
ヒ
を
植
樹
し

て
点
灯
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。

　
令
和
２
年
度
の
事
業
計
画
を
第

３
号
議
案
と
し
て
上
程
し
、
大
阪

府
や
、
守
口
市
、
忠
岡
町
、
寝
屋

川
市
、
大
阪
市
、
大
阪
市
立
大
学
、

鶴
見
緑
地
、
府
下
の
小
中
学
校
等

へ
の
植
栽
や
球
根
、
苗
木
配
布
、

特
定
資
産
と
し
て
、
中
之
島
公
園

芝
生
広
場
に
植
樹
し
た
５
本
目
の

シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
対
岸
エ
リ
ア
へ

の
岸
辺
で
憩
え
る
空
間
創
出
…
な

ど
を
計
画
し
、
原
案
通
り
承
認
し

た
。

　
第
４
号
議
案
の
資
金
調
達
・
設

備
投
資
見
込
み
は
予
定
が
な
い
と

し
て
了
承
し
た
。
第
５
号
議
案
の

緑
化
事
業
積
立
資
産
へ
の
振
り
替

え
に
つ
い
て
は
、
に
ぎ
わ
い
の
森

事
業
、
う
め
き
た
事
業
分
に
３
０

０
０
万
円
を
引
き
当
て
た
が
、
う

め
き
た
事
業
完
成
時
点
で
完
了
と

す
る
原
案
を
了
承
し
た
。

　
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

は
、
次
の
よ
う
に
承
認
し
た
。

　
理
事
　
黒
田
耕
司
（
コ
ク
ヨ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
元
監
査
役
）、

永
田
武
全
（
三
井
住
友
銀
行
元
副

頭
取
）、
辻
本
将
孝
（
大
和
証
券

常
務
）、
浅
井
朝
運
（
タ
カ
ノ
相

談
役
）、
佐
野
秀
司
（
三
井
住
友

信
託
銀
行
常
務
執
行
役
員
）、
黒

田
章
裕
（
コ
ク
ヨ
会
長
）

　
株
式
会
社
カ
ウ
ネ
ッ
ト
（
高
橋

健
社
長
、
東
京
都
）
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
ブ
ラ
ン
ド
「
カ
ウ
コ
レ
」
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
が
、
株
式
会
社
学
研

プ
ラ
ス
が
発
行
し
て
い
る
モ
ノ
・

ト
レ
ン
ド
情
報
メ
デ
ィ
ア
「
Ｇ
ｅ

ｔ
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
」
主
催
の
「
文
房
具

総
選
挙
２
０
２
０
」
に
お
い
て
、

４
ア
イ
テ
ム
が
入
賞
し
た
。 

　「
文
房
具
総
選
挙
２
０
２
０
」

は
、
文
房
具
に
精
通
し
た
専
門
家

に
よ
り
構
成
さ
れ
た
文
房
具
総
選

挙
選
考
委
員
会
が
、
２
０
１
９
年

度
に
発
売
さ
れ
た
文
房
具
の
中
か

ら
「
は
か
ど
り
文
房
具
（
＝
仕
事

や
作
業
の
効
率
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る

文
房
具
）」
を
７
部
門
84
ア
イ
テ

ム
選
出
し
、
さ
ら
に
そ
の
中
か
ら

一
般
ユ
ー
ザ
ー
が
投
票
し
、
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
を
決
定
す
る
ユ
ー
ザ
ー

参
加
型
の
ア
ワ
ー
ド
。

　
７
つ
の
部
門
の
う
ち
、「
カ
ウ

コ
レ
」
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
は
２
部

門
に
お
い
て
１
位
を
獲
得
し
、
さ

ら
に
「
カ
ウ
コ
レ
」
プ
レ
ミ
ア
ム

の
人
気
商
品
「
折
り
た
た
み
集
中

ブ
ー
ス
」
は
総
合
３
位
を
獲
得
し

た
。

　
入
賞
商
品
は
次
の
通
り
。

　「
折
り
た
た
み
集
中
ブ
ー
ス
」

総
合
３
位
で
、「
仕
事
が
は
か
ど

る
！
テ
レ
ワ
ー
ク
＆
フ
リ
ー
ア
ド

レ
ス
文
房
具
」
部
門
第
１
位
＝
視

界
を
遮
り
、
仕
事
に
集
中
で
き
る

簡
易
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
。
使
い
た

い
時
だ
け
手
軽
に
設
置
で
き
、
使

用
後
は
コ
ン
パ
ク
ト
に
収
納
で
き

る 

。
　「
フ
ァ
イ
ル
用
た
お
れ
ん
シ
ー

ト
」
総
合
４
位
で
、「
収
納
す
る
」

部
門
第
１
位
＝
フ
ァ
イ
ル
や
本
が

横
滑
り
し
な
い
の
で
倒
れ
に
く
く

な
る
凹
凸
付
き
シ
ー
ト
。

　「
テ
レ
ワ
ー
ク
バ
ッ
グ
」は
、「
仕

事
が
は
か
ど
る
！
テ
レ
ワ
ー
ク
＆

フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
文
房
具
」
部
門

第
２
位
＝
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
で
必

要
な
小
物
類
を
分
類
収
納
で
き
る

バ
ッ
グ
。
Ｌ
字
に
開
い
て
自
立
す

る
の
で
狭
い
場
所
で
も
広
げ
ら
れ

る
。

　「
１
日
分
の
ゴ
ミ
袋
貼
る
タ
イ

プ
／
置
く
タ
イ
プ
」
は
、「
仕
事

が
は
か
ど
る
！
テ
レ
ワ
ー
ク
＆
フ

リ
ー
ア
ド
レ
ス
文
房
具
」
部
門
第

３
位
＝
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
で
近
く

に
ゴ
ミ
箱
が
無
い
時
な
ど
に
簡
易

的
な
ゴ
ミ
箱
と
し
て
使
え
る
。
貼

る
タ
イ
プ
と
置
く
タ
イ
プ
の
２
種

類
。

　
な
お
、大
賞
に
は
プ
ラ
ス
の「
エ

ア
イ
ン
富
士
山
消
し
ゴ
ム
」
が
選

ば
れ
た
。

　
エ
コ
ー
ル
流
通
グ
ル
ー
プ
株
式

会
社
（
一
ノ
瀬
巌
社
長
、東
京
都
）

は
、
第
１
１
１
回
エ
コ
ー
ル
秋
の

大
見
本
市
を
中
止
す
る
こ
と
を
決

め
た
。
政
府
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
係
る
緊
急
事
態
宣
言
を
解

除
し
た
が
、
同
社
と
し
て
は
、
来

場
者
ら
の
安
全
確
保
と
リ
ス
ク
軽

減
を
第
一
に
考
え
、
中
止
を
決
め

た
。

　
こ
れ
に
代
わ
っ
て
新
商
品
や
推

奨
商
品
な
ど
各
出
展
者
の
情
報
を

ま
と
め
た
「
エ
コ
ー
ル
秋
の
Ｗ
Ｅ

Ｂ
大
見
本
市
」
サ
イ
ト
を
開
設

し
、
販
売
店
に
商
品
情
報
を
届
け

る
。
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
新
た
な
情

報
提
供
方
法
で
出
展
社
と
販
売
店

を
結
ぶ
役
割
を
進
め
て
い
く
…
と

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
10
月
２
日
に
仙
台
市

で
開
催
を
予
定
し
て
い
た
エ
コ
ー

ル
ス
テ
イ
シ
ョ
ナ
ー
ズ
チ
ェ
ー
ン

の
設
立
40
周
年
記
念
式
典
は
、
２

０
２
１
年
に
開
催
を
延
期
、
同
年

に
万
全
の
体
制
で
開
催
で
き
る
よ

う
努
め
、
日
程
が
決
ま
り
次
第
改

め
て
案
内
し
た
い
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
７
月
７
日
に
予
定
し
て

い
た
エ
コ
ー
ル
事
務
器
チ
ェ
ー
ン

の
第
56
期
定
例
総
会
の
開
催
は
中

止
、
会
員
に
よ
る
書
面
で
総
会
議

案
を
決
議
す
る
と
し
て
い
る
。

　
株
式
会
社
タ
ケ
ダ
事
務
機
（
竹

田
登
社
長
、
京
都
市
）
は
、
10
月

24
、
25
日
に
開
催
を
予
定
し
て
い

た
「
第
８
回
お
こ
し
や
す
！
Ｔ
Ａ

Ｇ
文
具
ま
つ
り
」
の
開
催
を
中
止

す
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
取
り
組
み
で
、
現
時
点

で
の
夏
以
降
の
状
況
が
予
測
が
つ

か
ず
、
安
全
面
を
第
一
に
考
慮
し

た
、
と
し
て
い
る
。

　
一
般
財
団
法
人
大
阪
文
紙
会
館

（
志
方
弘
嗣
理
事
長
）
は
、
毎
年

開
催
し
て
い
た
「
安
全
運
転
講
習

会
」
を
、
今
年
は
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
」
の
観

点
か
ら
中
止
す
る
。

　
な
お
、
大
阪
府
の
優
良
運
転
者

表
彰
に
つ
い
て
の
申
請
書
用
紙
を

用
意
し
て
お
り
、
入
用
の
場
合
は

問
い
合
わ
せ
て
ほ
し
い
と
し
て
い

る
。
☎
０
６
（
６
７
６
４
）
０
８

３
３
。

　
庄
司
昊
明
氏
（
リ
ン
テ
ッ
ク
株

式
会
社
相
談
役
）
は
、
６
月
13
日

午
後
６
時
53
分
、
入
院
先
の
東
京

逓
信
病
院
で
急
性
じ
ん
不
全
の
た

め
死
去
し
た
。
94
歳
。

　
折
り
た
た
み
集
中
ブ
ー
ス

男女計 １５１２ １５３２ －２０
男 ７７４ ７８５ －１０
女 ７３８ ７４７ －１０

男女計 １２５９６ １２６２５ －３０
男 ６１３１ ６１４４ －１３
女 ６４６５ ６４８１ －１６

１２．０ １２．１ －０.１

男女別こどもの数

平成３１年
４月１日現在

対前年
増減数

　総人口に占める
　子どもの割合

こどもの
数
(万人)

総人口
（万人）

令和２年
４月１日現在

過
去
最
少
１
５
１
２
万
人

４
月
１
日
現
在
の
こ
ど
も
の
数

原
案
通
り
全
議
案
承
認

コ
ロ
ナ
禍
で
書
面
評
決

黒
田
緑
化

事
業
団

「カウコレ」プレミア
ム４アイテムが入賞

○…カウネット…○

文房具総選挙２０２０

Ｅ
Ｒ
Ｇ
が
秋
の

見
本
市
を
中
止

Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
代
替
開
催

安
全
運
転
講

習
会
を
中
止

○
…
大
阪
文
紙
会
館

Ｔ
Ａ
Ｇ
文
具
ま

つ
り
開
催
中
止

タ
ケ
ダ
事
務
機

プ
ラ
ス
が
引
き
受
け

セ
ー
ラ
ー
万
年
筆
が
Ｃ
Ｂ
発
行


